
～男女共同参画社会を考える情報コーナー～

あなたと

いっしょに・・・

第5回

工事中の交通整理 市営魚菜小売市場で

デイサービスセンターで

「昨日より足が
上がってますョー」

「男性が多い中で
働いてまーす」

男女共同参画社会?
オラんどのことだなさ!

（共に支え合っています）

～なぜ男女共同参画社会なの？～

21世紀を目前に控え、経済情勢の変化や少子高齢化、核家族化や

高学歴化などに見られるように、私たちを取り巻く社会環境は、急

速に変化してきています。しかしいまだに、「男は仕事、女は家庭」

という性別による役割分担の意識が、職場や家庭、地域に残ってい

るのが現状ではないでしょうか。

このように環境が変化している中で、「男だから、女だから」と

いう性別による理由で、一人の人間として能力を発揮する機会が制

限されてしまうことは、本人にとっても社会にとっても大きな損失

です。みんなが個人としての能力を発揮する機会が確保され、そし

て生き生きと働き暮らしていくことができ、心豊かで生きがいのあ

る社会、そんな男女共同参画社会の実現に向けて、今回は

「働く」ということについて考えてみました。

自分らしさ
見つけて



平
成
８
年
度
に
八
戸
市
が
「
男
女

共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す
は
ち
の
へ

プ
ラ
ン
」（
※
下
記
参
照
）
を
策
定

し
た
際
、
策
定
委
員
会
の
会
長
を
務

め
た
八
戸
短
期
大
学
の
福
士
瓔よ

う

子こ

教

授
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

男
女
平
等
を
意
識
し
た
の
は
い
つ

ご
ろ
で
し
ょ
う
か
。

私
は
旧
満
州
生
ま
れ
で
、
誰
と
で

も
仲
良
く
と
い
う
環
境
の
中
で
育
ち

ま
し
た
。
終
戦
で
10
歳
の
時
、
親
の

郷
里
の
北
海
道
に
帰
っ
て
き
た
ら
、

女
は
寒
く
て
も
ス
ト
ー
ブ
に
あ
た
れ

な
い
、
意
見
を
言
う
と
で
し
ゃ
ば
り

だ
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
。
幼
心
に

何
か
変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

ど
も
を
産
ん
だ
ら
辞
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
の
は
問
題
だ
と
思
い

ま
す
。

育
児
・
介
護
休
業
を
取
る
こ
と

で
、
職
場
に
迷
惑
を
か
け
る
と
思
っ

て
い
る
人
も
い
ま
す
が
…
。

育
児
・
介
護
休
業
は
性
別
に
か
か

わ
ら
ず
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
制
度
を
生
か
し

て
い
く
こ
と
が
ま
ず
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
家
族
が
い
れ
ば
誰
で
も
起
こ

り
う
る
事
な
の
で
す
か
ら
。

普
段
か
ら
職
場
全
体
で
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
た
め
の
意
識
や
体
制
を

整
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。最

後
に
男
性
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

男
女
平
等
と
い
う
と
、
男
の
人
の

敷
い
て
い
る
座
布
団
を
奪
い
取
る
こ

と
だ
と
思
う
人
た
ち
が
い
ま
す
が
、

決
し
て
男
性
の
既
得
権
を
奪
い
取
る

こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

女
性
を
、

誰
か
に
依
存

し
な
け
れ
ば

生
き
て
い
け

な
い
存
在
と

し
て
で
は
な

く
、
共
に
社
会
を
作
り
、
共
に
歩
ん

で
い
く
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
識
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
は
ち
の
へ
プ
ラ
ン
」
に
か
か
わ

っ
た
目
的
は
何
で
し
ょ
う
か
。

自
分
が
住
ん
で
い
る
八
戸
で
男
女

平
等
の
意
識
改
善
を
進
め
る
た
め
に

は
、
目
標
が
あ
れ
ば
実
現
し
や
す
い

と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。

八
戸
の
女
性
に
行
動
力
は
あ
る
と

思
い
ま
す
か
。

多
く
の
女
性
に
行
動
力
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
を
発
揮
で
き
る
か

で
き
な
い
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
念

で
す
ね
。

も
う
、
言
う
だ
け
で
は
な
く
、
行

動
す
る
時
期
な
ん
で
す
。

男
女
が
「
生
き
生
き
と
働
く
」
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
で
す
か
。

男
女
と
も
に
能
力
を
発
揮
で
き
、

ま
た
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
職

場
環
境
を
整
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
育
児
や
介
護
の
た
め
の
休
業
が

取
得
し
や
す
く
、
安
心
し
て
復
帰
で

き
る
よ
う
な
職
場
に
な
れ
ば
良
い
と

思
う
ん
で
す
よ
。
女
性
が
結
婚
し
子

※
「
は
ち
の
へ
プ
ラ
ン
」
と
は
？

八
戸
市
で
は
平
成
８
年
度
に
、
男

女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め

行
政
や
市
民
が
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
事
項
に
つ
い
て
定
め
た
行
動
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
①
「
男
女
平
等

の
意
識
づ
く
り
」、
②
「
あ
ら
ゆ
る

分
野
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」、

③
「
労
働
の
場
に
お
け
る
男
女
平
等

の
推
進
」、
④
「
生
活
の
場
に
お
け

る
男
女
平
等
」
と
い
う
４
つ
の
基
本

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

「
生
き
生
き
と
働
く
」
た
め
に
は
、

職
場
環
境
を
整
え
、
体
制
の
見
直
し

を
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
世
の
中

の
矛
盾
を
愚ぐ

痴ち

る
だ
け
で
終
ら
せ
な

い
た
め
に
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

男
女
が
共
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

助
け
合
い
、
楽
し
く
生
き
て
い
く
こ

と
が
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
な
の

だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。



・女性が外で働こうと思った時、子どもが小さい時

は休まれると困ると言われ、また子どもが大きくな

ってからは、年齢制限があって断られる。これって

変じゃないですか？　　 （39歳・女・パート）

・「女だから」という言葉は禁句になっているし、

それぞれ専門性を生かして活躍している。むしろ男

性が女性に対して「優しすぎる」傾向があるうえ、

女性がこれに「付け込む態度」が見られる事があり、

この点は難しい。 （52歳・男・会社員）

「男だから、女だから」という何気ない意識からく

る差別が、職場での女性の活躍を妨げています。しか

し、女性の職場進出が増えて、男女が共に働く場を支

えなければならない時代になってきました。事業主を

はじめ私たちは、みんなが生き生きと働くことができ

るように、職場の環境の改善に取り組んでいくことが、

大切なのではないでしょうか？

男女が共に働き続けるためには、子育てを支援す

る体制を整えることや、家族でそれぞれの役割分担

についても話し合うことが大切だと思います。

女性模擬議員が、21世紀の八戸市を考え、自分たちの視点で市政について質問
し、市長が答えます。

時　間：13：30～16：30
場　所：八戸市議会本会議場（市庁本館３階）
傍　聴：本会議場傍聴席（先着順）もしくは本館・別館１階

市民ホールモニターでご覧になれます。

職場のどんなところに問題があるのでしょうか

・体調が悪くても休みにくく、有給休暇をもら　

いにくい。

（40歳・女・チェッカー）

・会議や、対外交渉へ女性が出席した場合、相

手方は「軽んじている」と見る。これは問題

だと思う。

（40歳・男・会社員）

・女性は家庭があると転勤できず、昇進を考え

ると不利だと思う。
（43歳・女・会社員）

男性に質問：妻が外で働くと

困る事はどん
なとこ

ろ?

・かま
っても

らえな
いので

寂しい
。

（47
歳・自

営業）

・子ど
もが精

神不安
定にな

ること
が多い

と

思う。

（53
歳・公

務員）

・自分
は特に

食事が
困る。 （50

歳・教
員）

お 知　ら せ

八戸市女性模擬議会　10月17日（火）開催!!



編編編編集集集集後後後後記記記記

お問い合わせ 企画調整課 男女共同参画室　内線485

この記事は一般公募で選ばれた４人の市民のみなさんが編集しています。

編集委員交代後の最初の「With you」（ウィズ　ユー）いかかでしたか。

アンケートを通して皆さんの考えを身近に感じ、「そうだよねェー」と共感

しながら作業を進めてきました。戸惑うことばかりの作業でしたが、皆さん

が「男女共に生き生きと働くこと」について考えるきっかけになれば幸いで

す。ご意見・ご感想をお待ちしています。

・漠然としていますが、差別と区別をはき違えてい

るところがあるのでは。男と女は基本的に違うと思

いますが、無理に平等、機会均等といっている面が

あるのではないでしょうか。 （36歳・男・教員）

・２年前から自分のお茶は自分でいれることになっ

た。それまではいちいち仕事を中断していた。この

提案は男性社員であり、立派。また、受け入れた社

長も、立派だと思います。これこそ社内意識改革で

しょう。 （…歳・女・事務員）

女性の職域は広がり、男女が共に働く場を支える時

代になりました。でも、重い荷物を持つのは男性の仕

事、と私たちは考えてきたかもしれません。しかし、

重い荷物を持つのがつらいと感じる男性も多いのでは

ないでしょうか。女性も大きな物は２人で持つとか、

小分けして持つなどの工夫があればどうでしょう。男

女が共に生き生き働けるような気がします。

今まで男性の仕事だと思っていたダンプの運転手

や、交通整理の仕事に女性の姿を見かけます。家庭

においても、主夫（※）が適している家庭であれば、

自然なこととして周囲が認めてもいいのではないで

しょうか。

※ 「主夫」・・夫が主に家事を行う。

職場
の良

いと
思う

とこ
ろは

、ど
んな

とこ
ろ?

・出
産後
、復
帰で
きる
環境
であ
る。

（2
6歳
・女
・公
務員
）

・男
女の
差が
なく
仕事
がで
きる
。

（4
0歳
・女
・教
員）

・雰
囲気
が明
るく
、自
分の
意見
を聞
いて
くれ
る。

（4
0歳
・男
・会
社員
）

・短
時間
勤務
なの
で自
分の
時間
が持
てる
。

（5
0歳
・女
・パ
ート
）

女性に質問：夫が主夫（※）をすると困る事はどんなところ?

・世間体　　　　　　　　　（47歳・会社員）

・男性の収入ほど自分に働く力はないと思って

いるので困る。

（33歳・主婦）

・夫が家庭の事にしか興味を持たない人間に

なったらイヤだ。
（29歳・会社員）

・困る事はなし。21世紀は『男（夫）も厨房
ちゅうぼう

に

入るべき』です。

（？・事務員）

編集スタッフ
阿部　里恵 佐藤千恵子
下舘　洋子 馬渡　里子


